
生成 AI（チャト GPT）に、「大学教育を考える」を質問する。       武内 清 

質問１ 現代の日本の大学で、大学教員が学生に教えたいと思うことと、学生学びたいと

思うことは一致しますか？ 

ChatGPT:回答―現代の日本の大学において、大学教員が学生に教えたいと考えている

ことと、学生が学びたいと考えていることが完全に一致するとは限りません。これは、教

員の教育方針や専門性と、学生の学習動機やキャリア目標が異なることが原因です。以下

にその傾向と理由を詳しく説明します。 

教員が教えたいこと―①専門的な知識と学問的思考：大学教員は自分の専門分野の研究

成果や、最新の理論・知見を学生に伝えることを重視しています。これは、学問的な基礎

力や批判的思考を育成するためです。特に、リベラルアーツや専門科目では、広範な知識

や学問的探求を通じて、論理的思考や問題解決能力を養おうとする姿勢が見られます。②

自律的な学習と研究スキル：教員は、学生が主体的に問題を見つけ、自ら学び、深く考え

ることを奨励します。このため、大学では一方的な講義ではなく、ディスカッションやプ

ロジェクトベースの学習を重視する傾向があります。③学問の倫理や社会的責任：研究を

通じて得た知識や技術が社会に与える影響を理解させ専門家としての倫理観や社会的責任

を教えたいと考える教員も多いです。特に、環境問題や AI など現代的な課題に対して学

際的な視点を持つことが求められています。 

学生が学びたいこと―①実践的・キャリアにつながるスキル：現代の学生は、学問的知

識よりも、就職やキャリアに直結するスキルや実践的な学びに興味を持つことが多いで

す。プログラミング、マーケティング、ビジネススキルなど、具体的な職業に役立つ内容

を求める傾向があります。特に就職活動を見据え、インターンシップやプロジェクト型学

習を通じた「実務経験」を重視する学生も増えています。②柔軟で効率的な学び：学生

は、現代の忙しいライフスタイルや多様な学び方に対応するため、オンライン授業や短期

集中型の講義、資格取得に特化したカリキュラムなど、効率的かつ柔軟な学びを求めるこ

とが増えています。③自己実現や自己探求：学問的な好奇心を持つ学生もいる一方で、自

己成長や自己表現を重視する学生もいます。特に、人文系や芸術系の学生は、個人的な関

心や自己探求の一環として学びたいと考えることがあります。 

教員と学生のギャップーこのギャップは、次のような要因で生じています： 

① アカデミックな志向と実践的志向の違い：大学教員が重視する「理論」や「批判的思

考」と、学生が求める「実務的スキル」や「即戦力」との間に、明確な違いがありま

す。特に文系学部では、学問的探求と職業的実利とのギャップが問題視されることが

あります。② 教育方法の違い：教員は、講義やディスカッションを通じた深い学び

を重視する一方で、学生はより簡潔で実用的な情報を求めることが多いです。たとえ

ば、プレゼンテーションやグループワークを好む教員と、それを負担に感じる学生と

の間に摩擦が生じることがあります。③ キャリア志向の変化：現代の学生は、以前



よりも就職やキャリアに対する意識が強くなっており、学問的な知識よりも、早く役

立つスキルを学びたいという意識が高まっています。 

一致させるための取り組みーこのギャップを埋めるために、いくつかの大学では以下の取

り組みが行われています：① 学問と実践の統合：理論と実践を組み合わせた授業が増

え、教員が学生のキャリアニーズに応える形で、インターンシップや実務経験をカリキュ

ラムに組み込んでいます。② アクティブラーニングの導入：学生が主体的に学び、自ら

問題を解決する形式の授業が導入され、教員の教えたい内容と学生の学びたいスキルが一

致するように工夫されています。 

結論として、教員が教えたいことと学生が学びたいことにはギャップがあるものの、大

学側もその差を埋める努力をしています。特に、理論と実践、学問的探求とキャリア志向

のバランスを取ることが、今後の教育においてますます重要となるでしょう。 

 

質問２: 大学の入学偏差値の高低によって、大学や学生の特性を判断するメリットとデメ

リットを教えて下さい。 

ChatGPT の回答 

大学の入学偏差値の高低によって大学や学生の特性を判断することには、メリットとデ

メリットが存在します。偏差値は一つの指標ですが、必ずしも大学や学生の全体的な特性

を正確に反映するものではないため、その使い方には注意が必要です。 

メリットー①学力の指標としての客観性：②偏差値は、学生の学力を客観的に示す基準

として役立ちます。入学偏差値が高い大学は、一般的に学力の高い学生が多く、厳しい学

問的基準に応えた生徒が集まっていると考えられます。そのため、特定の学問分野で優れ

た教育や研究を提供する可能性が高いと見なされることが多いです。②進学・就職におけ

る評価：高い偏差値の大学に進学することで、学生は社会的な評価や就職市場での競争力

を得やすくなります。企業や社会の一部では、大学名と入学偏差値を参考に採用の際の基

準として利用することがあるため、学生の進路にとって有利になる場合があります。③教

育水準の安定した保証：偏差値が高い大学は、教育水準が高いとされることが多く、学問

に対して意欲的な学生や、優れた研究成果を生み出す教員が集まりやすい傾向がありま

す。これにより、学問的な深さや研究環境の質が担保されやすいと考えられます。 

デメリットー①学生の多様性を無視する危険：偏差値は学力の一面に過ぎないため、学

生の他の特性（個性、創造性、コミュニケーション能力、実践的スキルなど）を見逃すこ

とがあります。偏差値が低い大学にも、特定の分野で卓越した能力を持つ学生がいる可能

性があり、偏差値のみでその大学や学生を評価することは不公平です。②学問の多様性の

過小評価：偏差値が高い大学が必ずしも全ての分野で優れているわけではありません。あ

る分野では偏差値が低い大学の方が、より実践的で有効な教育を提供している場合もあり

ます。特に、専門性が高い技術系や芸術系の大学では、偏差値よりも実際のスキルや実績

が重視されるべき場合があります。③偏差値至上主義によるプレッシャー：偏差値が高い



大学に入ることが目的化されると、学生は受験勉強において暗記や試験テクニックに偏重

することが多くなります。この結果、入学後に自分の本来の関心や学びの方向性を見失う

リスクが高まります。また、偏差値に基づく序列化が過剰に強調されると、教育の目的が

狭まる危険があります。④大学全体の評価を誤る可能性：偏差値はあくまで入学時点での

学生の学力を示すものであり、大学自体の教育の質や学生の成長を直接測るものではあり

ません。偏差値が低い大学でも、教育の質が高く、学生が大きく成長できる環境が整って

いる場合があります。そのため、偏差値だけで大学の価値を判断すると、重要な要素を見

落とす可能性があります。 

結論―偏差値は、大学や学生の学力を客観的に示す指標として役立つ一方で、多様な特

性や教育の質、学生の成長可能性を評価するには不十分です。メリットとしては、進学や

就職の指針として役立ち、学力の一定の保証となる面がありますが、デメリットとして

は、学問の多様性や個々の学生の特性を過小評価する危険があり、偏差値に過度に依存す

ることで、教育や学びの本質が見失われるリスクもあります。そのため、偏差値はあくま

で参考の一つとし、学生や大学を評価する際には、より多面的な視点が必要です。 

 

質問３ 日本の現在の大学において、学生たちは、大学の授業よりは、授業以外、つまり

部・サークル活動、友人関係、アルバイト、読書、メディアから多く学んでいるのではあ

りませんか？ 

ChatGPT:の回答 

現代の日本の大学生にとって、授業以外の活動（部活動、サークル、友人関係、アルバ

イト、読書、メディアなど）が重要な学びの場になっていることは事実です。この現象

は、日本の大学教育の構造や、学生のライフスタイル、社会的な要請に深く関わっていま

す。以下に、その背景や影響を詳しく説明します。 

授業以外での学びの要因―①社会的スキルの獲得：部活動やサークル活動、アルバイト

を通じて、学生はチームワーク、リーダーシップ、コミュニケーション能力など、社会で

必要とされるスキルを自然に身につけることが多いです。特に、日本では集団での協調性

が重視される傾向があるため、こうした活動は授業以上に現実的な学びと感じられること

があります。②実践的な経験の蓄積：アルバイトやインターンシップを通じて、学生は現

実の仕事に触れ、社会人として必要なスキルや知識を得ることができます。これは、教室

での理論的な学びとは異なり、即戦力として役立つため、多くの学生にとって非常に実用

的な学びとなります。③自己発見と自己成長：大学生活の中で、読書や趣味を通じた学び

も重要です。授業ではカバーされないテーマについて自発的に学び、自分の興味や価値観

を深めることができます。また、友人関係を築く中で自分の意見や立場を再確認し、他者

との交流を通じて自己理解を深めることも、授業外での重要な学びの一つです。④メディ

アからの情報収集：インターネットや SNS、ニュースメディアなどを通じて、学生は現代

の社会問題や文化的トレンドに直接アクセスすることができ、教室内では扱われないテー



マについても学ぶことができます。これにより、社会の動向や新しい技術、国際的な問題

に対する理解を深めることができます。 

授業に対する学生の姿勢―①受動的な学習スタイルへの不満：日本の大学の授業は、依

然として講義形式が多く、学生が受動的に知識を受け取るスタイルが一般的です。これに

対して、学生はより実践的で参加型の学習を求めていることが多く、授業が自身の興味や

キャリアに直接結びつかないと感じる場合があります。このため、授業よりも現実的な体

験からの学びを重視する傾向があります。②大学教育のキャリアとの関連性の薄さ：特に

文系の学生にとって、授業内容が直接的にキャリアに結びつかないと感じられる場合があ

ります。その結果、学生はアルバイトやインターンシップを通じて、実務的なスキルを身

につけようとし、授業への興味や関心が低下することがあります。③自己主導型の学習の

不足：大学では自律的な学習が求められますが、全ての学生がそのような学習方法に慣れ

ているわけではありません。そのため、自ら積極的に授業外で学ぶことが重要だと認識

し、教室内の学びを補完する活動に重点を置くことが増えています。 

授業外での学びのメリットー①実践的な経験の蓄積：学生は、社会に出てから即戦力

として役立つスキルを授業外での活動から得ています。アルバイトやインターンシッ

プでは、仕事の流れや人間関係、時間管理などを実際に体験でき、これは将来のキャ

リア形成において非常に価値があります。②広範な人間関係の構築：サークル活動や

友人関係を通じて、多様な価値観や視点に触れる機会があります。これにより、他者

との協調性や社会的なスキルが養われ、単に学問だけでなく、社会的な成熟にもつな

がります。③ ③自己啓発と自己実現：読書や趣味を通じて、自分の興味を追求する

ことが可能です。これは、授業ではカバーしきれないテーマや分野についての深い学

びを促し、個人としての成長に寄与します。 

授業外での学びのデメリットー①アカデミックな学びの軽視：授業外の活動に力を入れ

すぎると、学問的な知識や理論的な思考が軽視される危険があります。特にアルバイトに

多くの時間を割く学生は、学業が二の次になり、学問的な深さや批判的思考を十分に養え

ないことがあります。②学びのバランスの欠如：実践的な活動ばかりに偏ると、理論的な

基盤や思索的な学びが不足し、単なる技術的なスキルに終始してしまう恐れがあります。

大学での学びは、実践と理論のバランスが重要であるため、どちらかに偏ることは将来的

な成長にとってマイナスとなることもあります。③時間管理の難しさ：授業外の活動が忙

しくなると、学業との両立が難しくなることがあります。特にアルバイトに多くの時間を

費やす学生は、授業に集中できなくなり、学業成績が低下するリスクもあります。 

結論―現代の日本の大学生にとって、授業以外の活動が重要な学びの場となっているこ

とは間違いありません。これらの活動は、社会的スキルの獲得や自己成長に寄与するとい

う点で、学生にとって大きな意味を持っています。しかし、アカデミックな学びを補完す

るものであり、バランスを取ることが重要です。授業外での経験と授業内での学びが相互

に補完し合うことで、学生は総合的な成長を遂げることができるでしょう。 



 


